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  本研究では母相に対しねじれ角度 93.5°の結晶粒からなる計算モデルを用いて解析を行った。








100MPa で粒界に吸収された。その後、外部応力を 900MPa まで載荷しても吸収された転位は粒
界から放出されなかった。次に、先頭転位および後続転位が粒界に吸収された後もう一つの刃状
転位を母相に生成させ、外部応力を付加した。その結果、二つ目の刃状転位は二つの部分転位
となって運動した後に粒界に吸収され、外部応力 500MPa で粒界から転位ループとなって放出さ
れた。各添加元素を偏析させた粒界でも同様の現象が見られた。偏析粒界では添加元素の影響
によって粒界の幅が増加する現象が確認されたが、各粒界の粒界の幅が大きいほど、粒界が転位
ループを放出する際の外部応力が大きいということが明らかになった。これは、粒界の幅が大きい
ほど刃状転位が粒界を通り抜けて放出されるまでの変位が大きくなることに起因すると考えられる。
以上から、添加元素は粒界の幅を変化させ転位の放出を抑制することが明らかになった。 
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